
三沢市中学校部活動の地域展開に係るアンケート考察 

実施期間：令和７年９月１日（月）～９月１２日（金） 

 

１ 保護者の意向 

もしお子さんのやりたい活動が、学校部活動と地域クラブ等のどちらかで取り組むことができると

したら、どちらで取り組ませたいですか。 

〇 中学校１、２年生保護者(228名の回答) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

〇 小学校６年生保護者(148名の回答) 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 

２ 生徒の意向（中学校１、２年生５５０名回答） 

（１）現在のあなたの状況と、所属を選んだ理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校、中学校の保護者ともに同じような結果となった。学校部活動を選択した保護者のほとん

どは、参加のしやすさをあげている。放課後すぐに活動でき、生活リズムが整いやすいと感じてい

るようである。また、保護者の送迎負担が少なく、経済的にも負担が少ない、部活動を通した友人

とのつながりも重要視していると考察できる。 

　地域クラブ等を選択した保護者は、費用負担（会費・交通費など）への懸念が少なく、専門性の

高い指導者による、より高度な指導のもと、競技力の向上を図ることに重きを置いていると考察で

きる。
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学校部活動　上位３つの理由 

１　参加のしやすさ（90.0％） 

２　交通手段（64.7％） 

３　友人関係（41.6％）

地域クラブ等　上位３つの理由 

１　指導者の質（64.1％） 

２　競技力（61.5％） 

３　練習量（59.0％）

学校部活動　上位３つの理由 

１　参加のしやすさ（92.1％） 

２　交通手段（70.3％） 

３　友人関係（48.5％）

地域クラブ等　上位３つの理由 

１　指導者の質（53.2％） 

２　練習量（46.8％） 

３　競技力・友人関係（34.0％）

学校部活動　上位３つの理由 

１　やりたいものがあった（68.7％） 

２　友人をつくりたかった（33.5％） 

３　楽しそうだった（25.9％）

地域クラブ等　上位３つの理由 

１　小学校からやっている（54.3％） 

２　練習・試合環境が充実している（48.1％） 

３　競技力（42.0％）

無所属　上位３つの理由 

１　興味のある活動がない（41.4％） 

２　面倒（37.9％） 

３　勉強との両立が難しい（34.5％）



（２）もしあなたのやりたい活動が、学校部活動と地域クラブ等のどちらかで取り組むことができ

るとしたら、あなたはどちらで取り組みたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 

３ 教員の意向（５８名の回答） 

（１）部活動指導について、現在の負担感をどの程度感じていますか。 

 

 

 

 

 

 

（２）地域展開後も部活動や地域クラブ等に関わる意向はありますか。 

 

 

 

 

 

 

（３）自身の専門性や経験を地域クラブ等に生かすことについて、どの程度可能ですか。 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 現在の所属については、競技等に対する意識の違いで学校部活動と地域クラブ等に分かれている

ようである。無所属については、親への負担（19.0％）、親の反対（6.9％）を理由に挙げている生

徒もおり、自分の意思が叶わない生徒が少数いることが気になる。 

②については、結果から生徒も保護者と同じ考えのようである。

 教員の働き方改革の一環として、アンケート結果からも部活動指導の負担軽減が求められる。専

門性のない競技指導への不安や限界を感じている教員が多い。休日勤務の問題、教員不足等から、

従来の学校部活動の維持が困難な様子が伺える。 

　しかし、学校教育の一環としての意義（生徒指導、仲間づくり、規律形成、愛校心）を重視する

意見もあり、学校部活動が地域に展開するに当たり、不安視している教員も多くいる。
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学校部活動　上位３つの理由 

１位　参加のしやすさ（78.8％） 

２位　友人関係（67.0％） 

３位　交通手段（25.9％）

地域クラブ等　上位３つの理由 

１位　練習量（65.8％） 

２位　指導者の質（58.6％） 

３位　友人関係（52.3％）
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